
会 議 記 録 

平成30年度 版画学会 第一回運営委員会・夏期総会 

日時 平成 30 年 7 月 7 日（土）15：30〜18：00   

会場 九州産業大学芸術学部 16 号館 3 階 1633 教室 

出席者 生嶋順理副会長 古本元治事務局長  

運営委員：古谷博子 倉地比沙支 三井田盛一郎 清水美三子 知花均 笹井祐子 野口玲一 

会  員：三枝孝司 狩野信喜 酒井忠臣 内田るり 末次弘明 田スンヒョク 林朝子  

田島惠美 加藤恵 

※会員総数 386 名（半数 193 名）に伴い、出席および委任状 262 名 

【審議・報告事項】 

平成30年度 版画学会第一回運営委員会・夏期総会において以下の事案が審議了承された 

 

1. 会長挨拶 

  西日本豪雨のため、出原会長が出席する事が出来ず、生嶋順理副会長より挨拶がなされた。 

2. 学会事務局（九州産業大学 古本元治） 

     2-1  新入、移動、退会、除名、賛助会員の動向 

     事務局長より、会員動向について説明がなされ、下記の通り了承された。 

     入会希望：12名、所属先変更：4名、 

     名誉会員推薦：３名（有地好登、木村秀樹、馬場章） 

     退会希望：8名、除名：2名、住所不明：5名 

     大学名称変更：武蔵野美術学園→渋谷ファッション＆アート専門学校 

     住所変更：2名 

2-2  平成29年度決算報告 

   会計担当加藤より、表記の件について説明がなされ、了承された。 

2-3  平成30年度予算計画 

   会計担当加藤より、表記の件について説明がなされ、了承された。 

3. 展覧会実行委員会 

3-1  全国大学版画展部門 第42回展報告（東京藝術大学） 

                  表記の件について、配布資料を基に三井田運営委員より説明がな 

された。 

第43回展開催計画（多摩美術大学） 

表記の件について、配布資料を基に古谷運営委員より説明がなさ 

れ、了承された。 

3-2  学生作品販売部門  第42回展報告（武蔵野美術大学） 

                 表記の件について、担当校が会議欠席のため、配布資料を基に古本 

事務局長より報告がなされた。 

第43回展開催計画（女子美術大学） 

表記の件について、配布資料を基に清水運営委員より説明がなされ、 

今年度の学生作品販売部門において了承された。 

また来年度に向け、運営方法について提案がなされ、12月の定期総 

会において再度議論される事が確認された。 

3-3  受賞者展部門      第12回展計画（創形美術学校） 

             担当校：創形美術学校（奥野正人） 

             (新)副担当校：女子美術短期大学（八木なぎさ） 

   表記の件について担当校の欠席のため、配布資料を基に事務局長より報告がなされた。 



3-4   巡回展部門        山形巡回展計画（東北芸術工科大学） 

第 12 回大学版画展受賞者展 山形巡回 

展覧会名：「版画の断層〜６」 

会期：10 月 15 日（月）〜10 月 26 日（金） 

場所：東北芸術工科大学 本館７階ギャラリー 

展示内容：❶全国大学版画展第 12 回受賞者展  山形巡回  

                       ❷東北版画(東北芸術工科大学、山形大学、 

宮城教育大学、東北生活文化大学)約 20 点 

講演会：「大学版画展のころ」  

講師：古谷博子氏 多摩美術大学教授 

                           講演内容：学生時代の版画制作について 

作家としてこれまでの版画制作活動について 

                  表記の件について担当校の欠席のため、事務局長より報告がなさ 

れた。 

九州巡回展報告・計画（九州産業大学） 

表記の件について、事務局長より今年度の巡回展が開催できない 

旨、報告がなされた。 

4.  学術研究委員会 

4-1  版画学会誌編集部門 47号報告、48号計画・・・資料９ 

    表記の件について、担当者欠席のため、配布資料を基に学会誌編集方針および編集体制について 

事務局長より説明がなされ、その内、組織編制については12月定期総会において再度議論される事 

が了承された。 

5.  全国大学版画展歴代受賞作品のデジタルアーカイブ化の進捗状況について 

  表記の件について、担当者の欠席のため、配布資料を基に昨年度のアーカイブ化事業報告及び今 

年度の計画、助成金申請方針等、事務局長より説明がなされた。 

6.  2019年度学会組織について 

  表記の件について、配布資料を基に事務局長より説明がなされ、事務局の運営について以下の意 

見があった。 

  【組織力の弱い地域ブロックへの対応について】 

1. 大学が単独で事務局を運営するのではなく、複数の大学で役割分担しブロック単位で事務局 

を担当する。 

2. 運営委員会は担当ローテーションに沿って次期事務局（ブロック）への依頼を行う。担当可能 

な要件の十分な聞き取りを行う。 

3.会計や総会への事務処理について、業者への外注を検討する。（中長期計画） 

＜短期的処置：現在の財務状況を考慮すると、現実的には事務局費用を増額しアルバイトを雇用 

できるようにする。＞ 

4.事務局スッタフの非常勤講師や一般会員に対し、運営委員会・総会時の旅費等を支給する。 

7.  その他 

  ・HPについて 

   表記の件について、HP担当の三枝氏より昨年度の報告及び今後の計画について説明がなされた。 

    1．更新状況 

平成 29 年 ６月 <ワークショップ>水彩絵具によるモノタイプの制作報告  

                 ９月 「平成 29 年度 版画学会 第１回運営員会・夏季総会議事録」 

               学会誌 46 号の掲載 

                 10 月 「ノントキシック銅版画技法ワークショップ in 東京」のお知らせ 

                 11 月 「第 42 回大学版画展」のお知らせ 

                 12 月 「版画を作ろう 版画であそぼう」出版のお知らせ 

平成 30 年 ３月  第 42 回大学版画展 受賞作品の公開  



2．版画学会 HP 運営担当業務 

・お知らせ等のトピックスの更新 

・学会誌の更新（外部委託） 

・大学版画展受賞作品の更新（外部委託） 

3．掲載依頼の審議  

・会則の掲載について  

   尚、会則については HP に掲載されているものの、確認しづらいため、再度分りやす  

いよう、作成される事となった。  

    

以 上 

 

 


